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１．計画策定                                   

（１）基本計画の内容 

 

北陸新幹線金沢・敦賀間の開業及び南越（仮称）駅の開業は平成 37 年度末（3

年短縮の場合は、平成 34 年度末）に予定されています。 

旧武生市は、平成 15 年 4 月に南越駅周辺地域の将来ビジョンを明らかにした、

「南越駅周辺整備構想」を策定しました。 

同整備構想は、策定後 11 年が経過していることから、社会情勢の変化や将来の

見通しの認識に基づき時点修正して、同整備構想を具体化する「南越駅周辺整備

基本計画」を策定します。 

（２）計画策定のスケジュール 
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２．北陸新幹線の概要と南越（仮称）駅の位置               

北陸新幹線の概要 

区間 東京～大阪間（総延長 700km） 

設計最高

速度
260km/h 

ルート 

東京～長野間：営業運転中（H9.10～） 

長野～金沢間：平成 26 年度末開業予定

金沢～敦賀間：平成 37 年度末開業予定

（※ 福井駅部は平成 21 年に完成済） 

敦賀～大阪間：ルート未公表 

（※ 当面は、在来線への乗換による旅客利便

性の低下を回避するため、フリーゲージトレイン

の導入を予定）  

並行在来線 

（北陸本線） 

新幹線開業後、JR から経営分離。 

経営分離後は、県と沿線市町が経済界等の協力を得ながら存続を図る。 

優等列車（特急）は新幹線に移行。 

北陸新幹線の整備効果 

2

①時間短縮効果

 北陸新幹線敦賀開業で

大きな時間短縮効果や移

動利便性が生まれます。

東京をはじめ沿線地域と

の移動時間が短縮し、離

れて暮らす家族との往来

や、上京、帰省等が容易

になります。  

②交流人口の拡大 

 運行本数の増加により、

交流人口の拡大や利用者

の利便性拡大など、様々

な効果をもたらします。 

【鉄道利用者数需要予測】 

現行：29,600 人／日 

敦賀開業：43,800 人／日 
（北陸～北陸・関西・中京・関東） 

③確実・安全な移動手段の確立 

 新幹線は欠便が少なく、

雪の日等でも確実に移動

することが可能です。また

開業以来乗客の死亡事故

がありません。

■   

（出典）北陸新幹線パンフレット（福井県） 
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南越（仮称）駅の位置 

3

南越（仮称）駅位置図 

JR 武生駅 

武生 IC 

南越駅（仮称） 

菅生武生線

武生インター線 武生インター東線 

JR 北陸本線武生駅から東に約 3km、北陸自動車道武生インターチェンジから南に約 0.6km 

国道 8 号から東に約 0.6km、県道武生インター線から南に約 0.5km、県道菅生武生線から北

に約 0.8km 

駅周辺は現在農地が広がっています 
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３．「南越駅周辺整備構想」（平成 15 年 4 月）の概要            

4

まちづくりにおける基本理念と基本方向 

越前市の有する伝統や歴史、文化、自然環境を活かして、新幹線及び高速道路による来訪者と地域住民の

ふれあいを生み出し、丹南地域の玄関口として地域全体の活力維持・向上を図ることが目指されています。 
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まちづくりにおけるテーマ 

 

丹南地域及び武生市
各拠点への玄関口と
して、人・物の活動
の起点となる空間

新幹線及び高速利用
者など広域交通によ
る来訪者に対して、
丹南地域の情報や地
域資源等を提供し、
様々な出会いを創出
する空間

丹南地域における豊
かな自然環境との共
生を目指し、豊かな
緑など自然環境を提
供する空間

新幹線駅及び高速道路ICが一体となった交通結
節機能

丹南地域及び武生市各拠点との連携を強化する
アクセス機能

広域交通の拠点として、丹南地域における交通
及び観光情報等を発信・受信する情報交流機能

来訪者の足溜りとしての宿泊機能

来訪者の足を確保するための交通サービス機能

丹南地域の玄関口としての景観機能

丹南地域の豊かな自然にふれあうためのコミュ
ニティー機能

子供から高齢者まで多世代がふれあい、支え合
う福祉機能

自然環境の提供により創出する趣味・娯楽機能

自然との共生を目指した緑豊かな居住機能

近接している仁愛大学（心理学科 臨床・福祉
系）との連携により、多世代とのふれあいや教
育を柱とした学術研究機能

丹南地域の核として、地域全体のふれあいを創
出する高次都市機能

高速道路ICを利用した、物流の起点となる機能

豊かな地域資源の展示・販売・体験等により、
丹南地域へのふれあいを体感させ、地域全体へ
の広域的な交流を促す交流支援機能

来訪者と地域住民、
また地域における子
供から高齢者など、
様々な人や世代がふ
れあい、支え合う空
間

多世代が集い、憩う商業機能
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まちづくりの考え方 

 

 

オプションテーマ１～３の設定

〈新幹線開業時〉 

② 

③ ④④ 

① 

周
辺
地
域
の
整
備
状
況
を
鑑
み

将
来
の
社
会
経
済
情
勢
や
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まちづくりのイメージ 

新幹線開業に併せて整備が必要となる「まちづくりテーマ」を『基本テーマ』、将来の社
会情勢や周辺の整備状況を踏まえ、将来的にまちづくりを展開していくための「まちづくり
テーマ」を『オプションテーマ』として設定。 

基
本

広域交通の拠点として、新幹線開業に伴い必要とな

る駅前広場や駐車場、交通関連施設などの導入を図る

と共に、周辺地域とのアクセス性を向上させる道路を整

備する。 

また、高速道路やIC が近接しているという利点を活か

し、新幹線利用者だけでなく、高速道路利用者も当地域

への立ち寄りが可能となるよう高速道路と直結した駐車

場等を設置する。 

 

 

〔導入施設イメージ〕 

広域交流の起点となるよう、産業交流支援機能として

地場産業や伝統的工芸品産業の展示・販売・体験の場

を備えた産業交流施設や農業生産・収穫体験場やキャ

ンプ場を備えたリゾートファームなどの導入を図る。 

また、来訪者の足溜りとしての宿泊施設や物流の起

点としての物流施設の導入を図る。 

 

〔導入施設イメージ〕 

丹南地域の高次都市として、地域全体をサービスの

対象とした、子供から高齢者までの様々な世代がふれ

あう複合型の公共施設を核とした施設導入を図る。また

仁愛大学と連携した学術研究施設の導入も考える。 

さらに、多世代が集い、憩う空間形成を目指し、賑や

かで質の高いサービスを供給できるようなエンターテイメ

ント型の商業施設を導入する。 

 

オ
プ
シ
ョ
ン

〔導入施設イメージ〕 

産業振興拠点従業者をはじめ、近畿圏や高齢者、リ

タイアメントなど地方都市で新しい住み方を追求する人

をターゲットとした質の高い、豊かな居住施設を核とした

施設導入を図る。 

また地域住民の趣味・娯楽として、原風景である農地

を活用した、市民農園や公園・緑地などの施設を導入す

る。 

 

　複合型公共施設
（社会福祉センター、老人ホーム、シニ
ア向け住宅、保育所、大学研究室、医療
所、図書館、体育館　等）

広
域
高
次
都
市
機
能
　

　
　
　
　
　
　
形
成
型 　エンターテイメント型商業施設

　駅前広場
(自家用車関連施設・バス関連施設･タク
シー関連施設･広場･モニュメント)

　駐車場(パーク･アンド･ライド用)

　アクセス道路

　交通関連施設
(レンタカー・レンタサイクル)

　情報交流会館(交通情報・観光案内)

広

域

交

通

拠

点

　高速道路と直結した駐車場
(ハイウェイオアシス的駐車場)

　緑のオアシス(緑の玄関口)

　産業交流会館
（展示場、観光物産センター、多目的
ホール、休憩施設、産業工程の見学の
場、産業体験の場　等）

　物流施設

広
域
交
流
起
点
型

　農業公園・多目的広場

　ホテル

　田園居住施設
田
園
居
住
型

　市民農園

　公園
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関連計画とまちづくりの動き                        

9

計画書 記述 

越前市 

総合計画 

（ 基 本 計

画 改 訂

版） 
「南越駅（仮称）」の開業を成熟社会にふさわしい「コンパクトで持続的に発展するま

ちづくり」の実現を推し進めるプロジェクトと位置付け、社会経済情勢に応じた段階的な

周辺整備や地域資源の魅力向上、地域を結ぶ交通ネットワークの整備を進めます。 

人口減少時代を見据え、将来世代の負担増に繋がる都市拡大型のまちづくりから成

熟型のまちづくりへと転換し、二つの都市生活拠点「まちなか」に集積されたインフラと

機能を維持活用しながら、その継承と創造的再生に取り組み、既存の地区生活拠点と

のネットワーク化を図り、住みやすい「コンパクトで持続的に発展するまち」づくりを進め

ることで、地域の活性化を図ることができます。 

また、千数百年の歴史と文化が年輪のように積み重なった二つの都市生活拠点「ま

ちなか」の持つ都市形成史や伝統文化などの魅力ある資源とその周辺部や農山村部

が持つ地域資源に更に磨きをかけ、里地里山に代表される豊かな自然環境を守りなが

ら、まちなか、その周辺部及び農山村部が相互に連携したまちづくりを進めることで、

「産業・交流・情報・越前文化の集積する拠点都市」として、大きく発展するための拠点

機能を一層向上させ、地域の活性化を図ることができます。 

新市建設

計画 

（第１編 新

市将来構

想) 

 

丹南地域の交通の玄関口となる北陸新幹線「南越駅」（仮称）及びその周辺地域に

ついては、広域交流の起点として整備を図り、「サンドーム福井」及び国道８号周辺の

エリアについては、地域住民や来訪者の活動及び交流の拠点として整備を図ります。 

越前市 

まちづくり

懇話会 

最終報告

書（Ｈ26 年

2月） 

南越駅（仮称）の開業を、成熟社会にふさわしい「コンパクトで持続的に発展するまち

づくり」の実現を推し進めるプロジェクトと位置付け、社会経済情勢に応じた段階的な周

辺整備や地域資源の魅力の向上、地域を結ぶ交通ネットワークの整備を進める。 

（１）南越駅（仮称）は、丹南地域の新たな玄関口として交通結節点に特化した機能を整

える。 

・広域交通拠点として、地域住民や来訪者の交流起点となる駅前広場や駐車場、交通

関連施設などの導入を図ると共に、周辺地域と連携したアクセス機能を構築する。

・当初から大規模な開発事業は実施せず、社会経済情勢などを踏まえ、計画的に発展

させていく。 

・将来の計画的な整備に備え、虫食い的な開発を制限するための土地利用規制・必要

に応じた適切な誘導方策を図る。

-9-
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５ ． 「 南 越 駅 周 辺 整 備 構 想 」 策 定 後 の 社 会 情 勢 の 変 化  

方向性 整備構想策定当時（Ｈ15.4） 現在（Ｈ26.9） 

丹南地域の 

人口 

丹南地域の平成 12 年の人口は、

194,594 人で、福井県全体の 23.5％を

占めていました。 

丹南地域の平成 22 年（2010 年）の人

口は 190,821 人と 3,773 人減少していま

す。福井県の人口全体の 23.7％を占め

ており、占める割合は、ほぼ変化はあり

ません。 

越前市の 

人口構造 

平成 12 年の人口構造は、若年人

口（0～14 歳）が 14,071 人（16.0%）、生

産年齢人口（15～64 歳）が 55,929 人

（63.8％）、高齢人口（65 歳以上）が

17,699 人（20.2％）という人口構造でし

た 

平成 12 年からの 10 年間で、若年人

口が 1,801 人（12.8%）減少、生産年齢人

口が約 3,576 人（6.4%）減少しました。 

一方、高齢人口は約 3,058 人（17.3%）増

加し、人口の約４人に１人が 65 歳以上と

なりました。 

宅地開発 

市街地内では市施行の大型土地

区画整理事業（武生北部地区、神山

地区）が完了しました。また、中心市

街地では武生駅北土地区画整理事

業が完了しています。 

国道８号バイパスや用途地域の外

側では、組合施行や共同施行で土地

区画整理が実施されました。 

開発行為は、既存の開発区域の隣

接地などで行われています。 

用途地域の南部で大規模な土地区画

整理事業が完了しました。 

人口の減少や経済情勢の悪化なども

あり、平成 17 年以降、開発行為は比較

的沈静化しています。 

南 越 駅 に お

け る 将 来 需

要 

構想策定当時、北陸新幹線の全線開業までの整備スケジュールは、未確定

であったが、南越駅については、長野～富山間と同時期（平成25年頃）の開業と

想定した。そのため構想策定時は、東京～南越間が開業された後の代表年次を

今から約 20 年後の平成 32 年（2020 年）、南越～大阪間が開業された後の代表

年次を今から約 30 年度の平成 42 年（2030 年）と想定し、南越駅における将来の

新幹線利用客数の推計を行った。 

４．「南越駅周辺整備構想」策定後の社会情勢の変化
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■ 丹南地域の人口の推移（国勢調査） ■ 越前市の人口の推移

 

■ 将来新幹線利用客数推計 

14704 14071 13377 12270 11015 9863 8872

55597 55929 55293 52353 48725 45917 43514

15232 17699 19072 20757 23399 24669 24971

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

平成32年
（2020）

平成37年
（2025）

若年人口 生産年齢人口 高齢人口

87,699

64,898

25,017
13,221

3,759

H１２

87,742

66,831

23,995
12,274

3,405

H１７

85,614

67,450

23,160
11,551

3,046

H２２

※、H22 年齢別人口は、年齢不詳の人口が存在するため総数と一致しない。 

■ 宅地開発の状況（平成 25 年） 

（整備構想） 

南越駅の将来新幹線利用客数 

平成 32 年：900 人／日 平成 42 年：2,200 人／日 

-11-



６ ． 参 考 資 料  

◆ 新幹線新駅先行事例の整理 
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６．参考資料                                     

◆ 新幹線新駅先行事例の整理 

13

佐久平（長野） 先行事例のまとめ 

佐久都市圏の玄関口／ 

大規模商業店舗等の集積による 

広域商業拠点 

・上越妙高駅以外の４駅は、市域を越えた広域都市

圏の玄関口（立地条件によっては県境を越えたよ
り広域圏の玄関口）。 

約 60.0ha（事業費 13,100 百万円） 
駅前広場、アクセス道路、駐車場、公園、
観光案内・物産販売施設等を整備 

土地区画整理事業（H6～H14） 
保留地 2.8ha 

駅前広場（2 箇所 0.4ha,1.05ha）、公
園（6 箇所）、パーク＆ライド用駐車
場、観光案内・物産販売施設（駅に併
設） 

・黒部宇奈月温泉駅、新高岡駅、新玉名駅は周辺

開発規模 5ha～6ha。 
・玄関口として、交通結節機能や観光案内・物産販

売機能が整備されている。 
・交通結節点として駅前広場やＰ＆Ｒ用駐車場を整
備。 
・上越妙高駅、佐久平駅は玄関口、交通結節点と
しての機能に加え、商業・住宅機能の導入を目
指しているため、周辺開発規模が大きくなって
いる。 
 

在来線（JR小海線） 
路線バス（６路線） 
高速バス（４路線） 
市内巡回バス 

・新玉名駅は６路線のバスが経由し、大学や行政機関など地域内

の拠点と連絡 

・上越妙高駅,黒部宇奈月駅,新高岡駅は、JRや地域鉄道が結節 
・佐久平駅は、在来線、路線バス、地域巡回バス、高速バスが接

続しており、高い交通結節機能を有している。 

パーク＆ライド用駐車場 
（3箇所 378 台） 

・パーク＆ライド用駐車場や無料駐車場が整備され、
自動車によるアクセスに対応。 

・上越市では、まちづくり３法改正以前の構想に
基づいた計画を進めてきたため、現在「人口減少

を見据えた市街地拡大抑制」、「既存ストックを生か

した既成市街地の有効活用」の課題と向き合いな
がら、新幹線新駅周辺の新たなまちづくりに取
り組まなければならない状況となっている。 
・黒部市、玉名市では、国の認定を受けていない
が中活計画を策定し、中心市街地の課題解決に
向けた取組みを実施、新幹線新駅周辺では、交通

結節点として必要最低限の機能導入が実施され
ている。 
・高岡市の都市計画マスタープランでは、既存の
中心市街地と新幹線新駅周辺を合わせた中心核
の形成を目指しているが、【認定】第２期中活計
画では、既存の中心市街地において、重点的・優先

的に活性化施策が展開される。 

・佐久市では、交通利便性の高さから大型商業施
設が複数立地している佐久平駅周辺地区や佐久
インターチェンジ周辺地区との機能分担の観点
から、中心市街地においては、歴史・風土に培われ

た地域資源を生かした、新たな活性化を図ること
を目指している。 

 

●中心市街地との距離：約 1.5km 

●立地場所：農業地域 

●都市計画マスタープランの位置づけ 

・中心市街地については、中山道の宿場町として

の歴史文化や、街道筋の商業施設の集積、佐

久市子供未来館等の公共施設が共存する中心

拠点として位置づけます。 

・佐久平駅周辺地区及び佐久インターチェンジ周
辺地区の新しい市街地で形成される地区は広
域交流拠点として位置づけます。 
・広域交通ネットワークの結節拠点、広域的な商

業・業務機能の集積拠点、多様な人々 が訪れ

る交流拠点といった、多様な性格を有する拠

点として整備を進めます。 

●中心市街地活性化の取り組み 

・土地利用の課題として、「近年の商業環境の変
化により既存商店街の空洞化が見受けられま
す。歴史・風土に培われた地域資源を生かし

た、新たな活性化を図ることが必要です。」と
示されている。 

●機能分担 

・交通利便性の高さから大型商業施設が複数立
地し、広域商業拠点を形成している佐久平駅
周辺や佐久インターチェンジ周辺と中心市街
地が連携し、一体で多様な機能を有するまち
づくりの推進が示されている。 

いずれの都市も既存の中心市街地の活性化に取り

組んでおり、地域の特性を活かし、機能の集積とイン

フラ資源を活用し、地域資源の価値を高めていく取組

みが行われている。 
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プレゼンテーション資料より抜粋

交流促進の展開といたしまして自然、人、伝統に注目するべきだと私は考えます。

丹南地域は豊かな自然環境をもっています。これを強みにして動かなければなりません。

この豊かな自然を題材にフォトコンテストを開いたり、農業体験をつのったりとイベント

の展開が必要になります。

次に人。これは地域住民と来訪者のふれあいのことをさします。来訪者が訪れることで様々

な世代が南越駅に集まるとはいっても、それをここにとどめていくための戦略が必要です。

武生 IC近くにはこれといった商業施設が存在しないので来訪者の確保のためにも建設が必
要となります。

最後に伝統。丹南地域にはたくさんの伝統工芸品が存在します。例えば越前市であれば

越前打刃物、越前和紙、鯖江であれば眼鏡枠。これらは特定の施設で販売されていますが、

これを南越駅前で販売展開すれば、さらに集客に期待できるといえます。

以上の点をふまえて南越駅建設までに準備を整えれば、この丹南地域に更なる賑わいを

もたらすことができるでしょう。
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提言書

福井県立武生東高等学校赤組

 北陸新幹線南越駅周辺整備について

 ～交流人口の増加を目指して～

 《コンセプト》

 「南越国計画」

 南越政府は日野山を拠点として、日野山から越前市全体を活性化させる法案を提示する。

 その名も『南越国計画』。南越を一っの国として、目野山を新たに開発しなおし、昼は自然

 活動、夜は天体観測を楽しめるようにし、さらに南越国内では地元の学校と密接した国際

 活動を行っていく。2025年の開業に向けて、南越国を大いにアピールし、県外からの

 来訪者をたくさん呼び込みたいと考えている。

 《内容》

 私たち赤組は南越駅周辺に「南越国」という壮大な国を計画しました。ふもとに青年の家

 を建設、日野山を拠点とした自然活動、夜は天体観測を楽しめるようにし、地元の学校と

 も連携して硫きます。

 ふもとから目野山の山頂までロープウェイを設置することにより自動車からの排気ガスの

 影響を抑えられ、青年の家での自然環境維持にっいての学習会を行い、環境問題にも対応

 します。

 また、周辺の田畑での農業体験や越前そば、吉川なすやハスワインなどの地元の食材を使

 用したスロースピードレストランの経営を行います。これによって現在問題になっている

 賞味期限の問題を解決することができます。

 このように南越国は将来多くの人が住む所として最適な場所になると考えます。是非越前

 市役所でご検討頂けたら幸いです。よろしくお願いします。

5
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提言書

福井県立武生東高等学校黄組

 北陸新幹線南越駅周辺整備について

 ～交流人口の増加を目指して～

 《コンセプト》

 「田舎に行こう、田舎で会おう～ありのままのこの場所で～」
 都会で生活に疲れた人たちに癒しの空問を提供する。農業体験を通して自然と触れ合う喜

 びを知り、そこで獲れた作物で作った料理をみんなで食べる。そんな私たちにとってはあ

 たりまえのことを体験できる農家民宿を作って、田舎のほっこりした雰囲気を味わっても

 らう。そして帰省するような気持ちで「また来てもらう」ことを狙う。

 《内容》

 交流人口の増加を促すには、南越地区の魅力を発信する必要があると考えた。そして、

 南越地区の魅力とは1ありのままのこの田舎にあると考えた。そして、ありのまま魅力を
 発信するために、ヒノノミクスという方法を利用することを提案する。

 ヒノノミクスもアベノミクス同様3本の矢を提示する。

 1本目の矢は「道の駅をつくることdだ。道の駅の中には、特産物の販売スペースを設け

 ることはもちろんのこと、この土地で採れた旬の食材を使った家庭料理を提供するフード

 コートを設置する。南越地区の特産物を一堂に返すことで、南越地区の魅力を効果的に発

 信できる。またフードコートを設置することで、高速道路にあるSAではなく、ここで食

 事をしたいと思う人を増やし、高速道路からの交流人口の増加を促す。

 2本目の矢は「レジャーのPR強化と交通整備」だ。この南越地区に長く住む私たちでも

 知らないレジャースポットがたくさんある。それらの隠れたレジャースポットをPRする

 ことが大切だと考えた。またそのレジャースポットまでの交通整備をすることで、訪れる
 意欲を掻き立てること演できる。

 3本目の矢は「農家民宿を増やすこと」だ。美しい自然ときれいな水、おいしい空気のも

 と農業体験をする。そこで採れた作物をみんなで食べることで、家族のあたたかさも感じ

 てもらい、また来てもらうことを狙う。さらにはこの地に住みたいと思ってもらい、将来
 的には人口増加を促す働きもある。

6
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提言書

福井県立武生東高等学校青組

 北陸新幹線南越駅周辺整備について

 ～交流人口の増加を目指して～

 《コンセプト》

 「刈り暮らしの食べるッティ～思い出にカーニー～」
 大阪といえばたこ焼き。京都といえぱ抹茶。

 では福井といえば…?ボルガライス、ヘシコ、ソースかつ丼一t一

 どれもおいしいのだが、「福井といえば?」と問われてすらすらと答えられる人は大阪や京

 都ほどはいないだろう。そこで新幹線が開通することを利用して「「世の中を変えた

 い1!1」」と思い、ただ食べるだけでなく自分で作る体験をしたり、目で見て楽しんでも

 らうことにより忘れられない「「思い出j」にしてもらおうと考えた。

 《内容》

 米、そば、かにの3っに焦点をあてました。・

 米では田植えや稲刈り、米粉を用いた食べ物作りの体験を計画しています。

 田植えでは、コシヒカリやハナエチゼン、古代米、赤米の田植えを考えています。

 米粉を用いた食べ物では、赤米せんべい、クッキーなどのお菓子や米粉パン作りを考えて

 います1

 そばでは、そばの里を拠点に福井県のそばをPRします。
 既存のそば打ち体験に加えて、その前のそばの実の収穫からの体験を考えています。

 カニでは、養殖場を作ることで安価で新鮮なカニを一年中提供することが可能になります。

 この安価で新鮮なカニが提供できることは、ソースカニカツ丼やカニのお刺身など

 ユニークなメニューの提供が可能になります。

 他にも世界中のカニを集めたカニ水族館やカニの食べ放題イベントなどを用意しています。

 以上の体験や施設があることによって

 1.忘れられない思い出になる

 2.'自分で作ることで、より美味しく感じられ、記憶に残る
 3.これらの施設は駅周辺にあるため、移動時間がかからず、福井の魅力を味わうのに

 より多くの時間を使うことができる

 米、そば、カニを組み合わせれば一年中いっ来ても福井の魅力を楽しむことができます

 また、お菓子作りやそば打ち、水族館などがあることで子供からお年寄りまでの幅広い年

 齢層からの集客が期待できます。
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